
歴
史
を
訪
ね
て

総　数	 ３，４１３人

　男	 １，６１１人

　女	 １，８０２人

世帯数	 １，７５６世帯
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「
ぴ
ぴ
」
と
は
、「
比
布
」
と
い
う
地
名
の
語
源
と
な
っ
た
ア
イ
ヌ
語
で
す
。
比
布
は
以
前
「
ピ
ピ
」
ま
た
は
「
ピ
プ
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

く
る
み
保
育
園
の
歴
史

　
戦
時
体
制
下
の
銃
後
事
業
の
一
つ
と
し
て
、

応
召
家
庭
（
戦
争
で
家
族
が
出
征
し
た
家
庭
）

の
幼
児
保
育
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
流

れ
の
中
で
、
昭
和
17
年
４
月
に
宮
﨑
光
が
弘
誓

寺
の
本
堂
で
託
児
所
を
開
い
た
こ
と
が
、
後
の

「
く
る
み
保
育
園
」、
そ
し
て
、
本
町
の
児
童
福

祉
施
設
の
始
ま
り
で
す
。

　
終
戦
後
、
昭
和
20
年
10
月
に
こ
の
託
児
所
は

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
28
年
に
宮
﨑
光
が
近
所

の
主
婦
と
協
力
し
て
再
開
し
、
30
年
に
は
私
財

を
投
じ
て
「
く
る
み
保
育
園
」
を
設
立
し
ま
し

た
。
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
無
認
可
で
し
た
が
、

本
格
的
な
保
育
事
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
次
第
に
入
園
希
望
者
が
増
え
、
通
年
制
の
認

可
保
育
園
が
望
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
昭
和
43

年
12
月
、
社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
設
立
さ
れ
、

旧
東
園
小
学
校
の
校
舎
を
移
築
改
装
し
て
園
舎

を
整
備
。
翌
年
３
月
に
は
定
員
60
人
の
通
年
制

認
可
保
育
園
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
以
来
、
定
員
の
増
減
や
園
舎
の
老
朽
化
に
対

応
し
な
が
ら
増
改
築
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

運
営
主
体
で
あ
る
大
悲
会
は
、
新
た
に
園
舎
を

中
央
ふ
れ
あ
い
広
場
（
旧
児
童
公
園
）
内
に
新

築
移
転
す
る
こ
と
を
決
定
。
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
、

幼
稚
園
と
保
育
園
の
良
さ
を
併
せ
持
ち
、
教
育

と
保
育
を
一
体
的
に
行
う
「
認
定
こ
ど
も
園
」

を
、
令
和
７
年
４
月
に
開
設
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

（
参
考
・
比
布
町
史
）

社
会
福
祉
法
人
大
悲
会
が
運
営
す
る
「
く
る
み
保
育
園
」
の
新

園
舎
が
完
成
し
、
昨
年
12
月
か
ら
新
園
舎
で
の
保
育
が
始
ま
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
４
月
に
は
認
定
こ
ど
も
園
と
し
て
開
園
す

る
予
定
で
、
本
町
の
保
育
環
境
が
よ
り
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

ナナプラザの新商品「いちごビネガー」

遊具で遊ぶ園児たち（昭和 39 年撮影）

弘誓寺の本堂横に設けられた遊具で元
気に遊ぶ園児たち。当時の定員は 40
人で、年間 290 日開設されていました。

くるみ保育園新園舎の外観（令和６年 11 月撮影）

木のぬくもりをいっぱいに感じられる園舎に生まれ変わりました。

園舎をリニューアル（平成９年撮影）

老朽化に伴い改築された園舎。改築後
は約 28 年間にわたり使用され、多く
の園児たちの思い出が詰まった場所と
なりました（現在は解体済み）。
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比布町ふるさと通信

2025年号

まちの名前は、人と歴史をつなぐ大切なもの。今までも、そしてこれからも、「ずーっと、ぴっぷ。」
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